
（１）

2023年10月31日　 vol.77

つくば・市民ネットワーク通信
発  行 ： つくば・市民ネットワーク
Tel＆Fax：029-859-0264
つくば市二の宮２－１－３クラフトビル１F

tsukubahotnet@ybb.ne.jp
https://tsukuba-net.jp

●議員は原則２期・最長３期で交代　●議員報酬は市民の活動費　●選挙はカンパとボランティアで

2023年9月15日　気候危機・自治体議員の会の呼びかけで世界気候アクション2023に参加しました

「大事なことは人任せにせず自分の意思を示す」のは住民
の権利です。その方法の一つに‘住民投票’があります。
‘住民投票’を実現するには「住民投票条例」の策定が必要

です。自治体の長や議員が条例提案するか、住民が有権者
の２%の法廷署名を集め「直接請求」という形で条例提案が
できます。
「直接請求」は法定署名数を満たすことで、自治体の長は

議会に提案しなければならないという法的効力を持っており、
重要な市民参加のチャンスです。
今、茨城県では東海第二原発の再稼働を目前にしていま

す。今後、知事は再稼働に同意するか否か判断しなければな
りません。原発再稼働の是非は県民にとって大変重要な選
択であり、県民一人ひとりの意思が表明できる「原発県民投
票」を行いたい！と県民有志が立ち上がりました。つくば・市民
ネットワークも賛同し取り組みを進めています。
自分たちの未来へ向け意思表示できるようまずは「直接請

求」実現を目指し、署名集めの協力者登録にご協力ください！
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この先
温暖化対策は…つくば・市民ネットワークは、これまで市政における「市民参加」と「情報公開」を

求めてきました。市は市民参加の一つとして、各種計画などを検討する審議会や
懇談会などの委員選出に、公募制度を設けています。しかし選出方法が手上げ方
式だけでは、関心の高い市民に偏りがちです。そこで無作為（くじ引き）に選んだ、
より幅広い市民に参加してもらう市民討議会が、全国で広まりつつあります。
昨年市民ネットは、この手法を取り入れた試みとして「気候未来会議inつくば」

を開催しました。同じような討議会を、つくば市で開催するよう提案した結果、今年
9月から12月まで「気候市民会議つくば2023」が開かれています。
参加する市民は、無作為抽出の5000人に案内状を送り、それに応募した市民

569人から50人が抽選で選ばれています。国立環境研究所や筑波大学の専門家
の情報提供を踏まえて、将来の「ゼロカーボンで住みよいつくば市」実現の具体策
を検討します。会議の結果は、市の施策に反映されます。1回目の話し合いでは、
2050年の社会がどうなっているか、以下のようなイメージを出し合いました。

減ったもの消えたもの・・・・・ プラスチック・ごみ・貧困格差・ガソリン自動車・
電柱等

増えたもの生まれたもの・・・・・ ＣＯ２回収（新技術、システム等）・ごみの自動分別
テクノロジー・無人配送（ドローン等）・自動運転等

今後「移動・まちづくり」「住まい・建物」「消費・生活」と毎回テーマを変え、
全6回の会議で温暖化対策を検討します。
無作為抽出によって、それまで参加機会が無かった市民の参加で、市政に

関心をもつきっかけを得ることが期待されます。また、会議の結果が施策に反
映されることで、自分たちが市政をつくっているという実感をもつ市民が、増
えることも期待できます。
市民ネットワークは、このような市民参加の新たな方法が、他の政策立案

過程でも行われるよう働きかけていきます。

東海第二原発再稼働問題

いばらき原発県民投票の会・つくば支部の
署名集めの協力者登録にご協力ください！
登録フォームはこちら。　→

気候市民会議つくば202
3開催中！

気候市民会議つくば202
3開催中！

県民投票県民投票で！

意見募集による
市民からのアイデア

の市 民参加
新たな形
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つくば市議会議員
都市建設委員会委員長

皆川ゆきえ

水害対策の見直しと、水防の情報発信を！
台風２号の影響により６月２日０時から３日12時にかけ、

つくば市では１時間当たり最大41ｍｍ、総雨量286.5ｍｍの記
録的大雨となりました。
今議会で市内の被害状況を確認したところ、下広岡、竹園で

床上浸水２棟、その他床下浸水５棟、道路冠水36件、倒木14件、
土砂流出10件、水田が約130ヘクタール冠水する等の被害が
発生。森の里地区では、谷田川の水位が上昇し、越水や雨水排
水管を通して地区内への逆流が複数箇所で発生しました。
つくば市ハザードマップでは、茨城

県が浸水を想定した桜川と小貝川の
２河川についてのみ色がついており、
つくば市地域防災計画も桜川と小貝
川だけの水害対策となっています。そ
のため、これら以外の地区では、河川

の危険水位が設定されておらず、消防団待機の基準水位も避
難勧告水位も設定されていません。
大雨の後の6月3日、森の里地区では、越水を発見した市民や

道路パトロールからの通報により消防署や地域の消防団がかけ
つけ、土のう積みやポンプ排水を実施。また、地元企業から土の
うや車両などの資器材提供を受け、昼夜を徹した緊急対策が行
われ、床上浸水は防ぐことが出来ました。

こういった水防に
関しての対策は市民
に知られていないこ
とが多いため、今議
会では水防に関する
情報発信と、最新の
浸水想定区域のハザ
ードマップへの反映を
要望しました。

経験したことの無い豪雨が各地で発生しており、今後、身近
な場所で河川の越水や内水氾濫・冠水が発生する可能性が
あります。再度、身の回りの水害
リスク、避難の必要性、避難場所
等を市や県のホームページ・広報
などで確認し、不明な点は市の
危機管理課に問い合わせて、災
害時の対策を考えておきましょ
う。さらに、大雨の際に冠水や越
水などの異常を発見した場合は、
消防署や市役所へ連絡をして下
さい。

一般質問項目
・大雨の際の災害対策
・地域で安心して暮らし続
けるための保健福祉施策
・森林の保全と木質バイオ
マスの活用

一般質問項目
・つくば市社会福祉協議
会との連携について
・HPVワクチン（子宮頸が
んワクチン）について
・公園の民間事業者によ
る長期占有について
・人工芝について

つくば市議会副議長
総務文教委員会委員

小森谷さやか

～人工芝は海洋プラごみの流出源～
海洋ごみの約70％以上を占めるプラスチックごみ。波に打

たれ、紫外線にさらされ、少しずつ砕けて5mm以下になるとマ
イクロプラスチックと呼ばれます。プラスチック自身の有害物
質に加えて、海中の様々な汚染物質を吸着してさらに毒性が
上がったマイクロプラスチックを、プランクトンや魚が餌と間違

えて食べます。こうやって
生物濃縮を繰り返して最
終的に私たち人間にも害
を及ぼすことが知られて
います。
その海洋マイクロプラス

チックの主な原因のひと
つが人工芝。サッカー場やテニスコート、ゴルフ練習場だけで
なく、公園や保育施設等でも簡易なマットの形で使われるこ
とが多く、その流出抑制策は始まったばかりです。
～マイクロプラスチックだけでなく発がん性物質やPFASも！～
充填剤にゴムチップを使う人工芝では、ゴムチップに含まれ

る発がん性物質や環境ホルモンがかねてより問題視されてい
ました。しかし、近年水汚染で大きな問題となっているPFAS

（有機フッ素化合物）も人工芝と充填剤双方から検出され、
人体への害がさらに懸念されています。
～各国で始まる規制～
ＥＵでは、まず充填剤のゴムチップを今後８年かけて禁止す

る規制が始まりました。米国では、PFASの滲出を理由に人工
芝を禁止する動きも出てきています。
日本では、大阪府が「人工芝片とゴムチップの流出を抑制す

るためのガイドライン」を策定、他の自治体でもフィルターを
付けるなどの流出抑制対策を始めたところが出てきました。
～つくば市の状況は～
確認したところ、一部学校やサッカー場、テニスコートで人

工芝が使われていたので、大阪のガイドラインを参考に流出
抑制対策の強化を求めました。保育所や幼稚園、公園などで
は、遊具の周りなどに人工芝マットを置くケースがあるという
ことだったので、有害なものを子どもの環境に置くべきではな
い、と対応を求めました。また、市内の天然芝と人工芝の運動場の１０年間の管理コスト
を比較するとあまり変わらない、との答弁。張り替えコストを含めた精査を行うよう求め
ました。そしてテニスコートについては、砂入り人工芝（オムニコート）は実は足腰に負担
がかかりプレイ面でも世界基準ではないことからハードコートに戻す機運があり、こちら
についても調査研究を求めました。

人工芝とマイクロプラスチックとPFAS

※「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願」、
　  議員提案「介護する人もされる人も豊かに暮らす介護保険制度改正に関する意見書」は、全会一致で採択されました。2023年9月議会議決結果

議員提案「ALPS処理水の海洋放
出に関し、対応を求める意見書」

各会派の所属議員（敬称略）
＊は会派代表（議員数  26  議長：五頭）
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つくば市議会議員
市民経済委員会副委員長

川村  直子
一般質問項目

・市営住宅について
・投票の権利の保障につ
いて
・LGBTQへの理解を深める
取組について

2023年9月議会報告
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少数者(マイノリティ)の課題は、当事
者が自分で声を上げること以上に、多
数者(マジョリティ)の意識改革がなくて
は解決できません。特にLGBTQのこど
もの場合、一番身近な保護者にもなか
なか言えないため、最初に相談を受け
る可能性が高い学校の先生方の理解が
非常に大切です。
つくば・市民ネットワークでは、LGBTQに関する取り組み

を提案し、具体策へと繋げてきました。
市では2022年度より教職員と市職員向けに、LGBTQに関

する課題を学ぶため、専門家による研修をすすめており、その
進捗状況等を確認しました。
答弁によると、教職員向けには2022年度に全校長対象に

初めて研修を実施、2025年度までに全教職員が受講予定とのこと。また新たな取り組み
として2023年度から関係教職員や専門家等で構成するサポートチームが市内全ての公
立中学校等に設置されました。今後は学校の授業の中で扱うことを視野に入れ、取り組
みをすすめていくとのことです。
市職員向けにも数年かけて全職員が研修の機会を得られるようにすすめています。

研修後アンケートでは「これまでの自分たちの“当たり前”の対応を見直していきたい」
「周囲に悩んでいる人がいるかもしれないということを念頭に置いた言動を心がけたい」
といった声があったそうです。

また新たな取り組みとして、本年度策定された男女共同参
画基本計画に「LGBTQに関する市職員ハンドブック」作成の
計画があります。
ハンドブック作成の目的は、職員が正しい知識を持ち行動

できるようにすることです。さらに、作成過程において幅広い
職員が作成に携わることで、職員自身の意識変化も期待され
ます。そのため、特定の担当者だけで作成するのではなく、部
署横断的な取り組みを求めました。
性に対する多数派の認識の中で、LGBTQ当事者は生きづら

さを抱えており、生涯にわたって自殺リスクが高いと言われて
います。周囲の無理解は命に関わる問題です。少数者が生き
やすいまちは全ての人が生きやすいまちであり、今後も具体策
の提案を続けていきます。

LGBTQへの理解を深める取り組み、すすんでいます

適切な廃棄には基準が必要ですが、つくば市には廃棄基準
がありません。ちなみに文部科学省の調査では１校あたり年
間約300冊廃棄されていますが、つくば市ではほとんどでき
ていません。まずは全国的な廃棄基準の採用、そして学校司
書が長期休みに作業ができるよう改善を要望しました。
学校司書の勤務時間を増やして！
一方、古い読み物、歴史的価値のある本の中には司書が時

間をかけて選び、紹介する、などで新たな出会いを生む、これ
も学校図書館の大切な役割です。

そういった作業をするには現在
の勤務時間数では全く足りません。
そのため、フルタイムで仕事ができ
る環境を求めて近隣自治体の学
校図書館に移る司書もいると聞き
ます。
司書の勤務時間を増やし、「適切な廃棄でフレッシュな図

書館」「子どもたちがいる間は開いている図書館」の実現目
指して今後も取り組みます。

学校図書館は、子ど
もたちの想像力と、学
習に対する興味・関心
を呼び起こせる場所で
す。その場を作っていく
のが「学校司書」です。

学校図書館の司書には「選書」「各教科で学習している内容
を掘り下げる図書の紹介や提案」「適切な廃棄」「レファレン
ス」と多様な仕事があります。
これらの業務の基礎データを作るためには「蔵書点検」が

必要です。多くの自治体では子どもの利用に支障が出ないよう、
長期休みに行われます。しかし、つくば市では学校司書は長期
休み中の勤務が認められていないため、蔵書点検が不十分な
学校もあるそうです。
図書の適切な廃棄でフレッシュな図書館を
学校図書館のスペースは限られています。その中でいつも子

どもたちが新しく、わくわくするような情報を手に取ることが
できるには、適切な廃棄が欠かせません。

つくば市議会議員
福祉保健委員会委員

あさの えくこ
一般質問項目

・児童発達支援センター
の整備について
・人工内耳装着者への消
耗品の補助
・学校図書館の充実につ
いて

学校図書館、子どものいる時間は開けよう！

介護保険制度は3年に1度見直しており、今年度は2024年度の改定に向けて、国の社会保障
審議会で検討が行われています。その主な論点は、要介護１・２を市町村が実施する総合事業へ
移行、ケアプラン作成の有料化など、国民や自治体にとって大きな負担増となる内容です。
市民ネットは9月議会に、介護サービス利用料の増額を行わず現行を維持することや、国庫負

担割合の引き上げ等を求める「介護する人もされる人も豊かに暮らす介護保険制度改正に関す
る意見書」を国に提出するよう議員提案し、全会一致で可決しました。

介護保険制度見直しに関する意見書、全会一致で可決
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つくば市リサイクルセンターを見に行ってきました！
暮らしていくためにだれもが関係する「ゴミ」。8月につくば市リサイクル

センターの見学会を実施しました。小学生を含む19名が参加。リサイクルセ
ンターは、プラスチック製容器包装、ペットボトル、びん、かん、紙類、布類、
粗大ゴミ等の「資源ごみ」を「リサイクルできる状態に」する施設です。どの
種類でも、異物（その種類でないもの）を取り除く工程があります。ルール
が徹底できればやらなくて済む工程もありそうです。

ペットボトルはキャップやラベルがどれくらい取り除かれているかによっ
てランクがあり、買取り価格が違うそうです。

プラスチック製容器包装は、あくまで製品が入っている「包装」が対象で
す。勘違いでよくプラゴミに入っているのが何と「使用済み紙オムツ」！外装
にプラマークがあるためかな、と係の方。

「粗大ゴミ」はリユースされるのは持ち込みで状態のよいものだけ。他は

日々の生活で、お困りの方はいませんか？
就労相談や生活保護などの公的支援は届いていますか？
相談会では、相談される方にマッチした解決策を
一緒に探していきます。

生活相談会

と　き：2023年12月10日（日）11～13時
ところ：つくば・市民ネットワーク事務所
主　催：生活困窮ささえあい茨城

命と生活をまもるための 無料

つくば・市民ネットワークでは、若年投票率の向上を
目標に活動するNPO法人ドットジェイピーの、学生を
対象とした議員インターンシッププログラムに協力し
ています。今回参加した大学生に、感想を聞きました。

　インターン活動の中で1番印象的だっ
たのは、つくば市議会の委員会を傍聴
したことです。議員の方 と々市の職員の

方のやり取りを聞き、つくば市の行う事業につい
て学ぶことができました。
　どのようにつくば市の行政が進められているの
か関心を持つようになり、とても身近に感じるよ
うになりました。今回のインターンには政治や行
政について知りたいという理由で参加しました。
しかし政治や行政のことだけでなく、環境問題や
貧困・生活保護等の問題など、様々な社会問題を
知り、活動に参加する機会をいただきました。市
民参加ときくと、とても難易度が高そうに思いま
すが、まずは自分で関心をもって市の行う事業や
市民団体の活動に目を向け、知ろうとすることが
スタートになるのではないか、と感じました。
（H.M）

インターン体験記インターン体験記

茨城県の地域温暖化対策実行計画が今年3月に策定され、温室効果ガスに
ついては家庭部門で▲66％（2013年度⇒2030年度）と大きな削減目標を掲げ
ています。その内訳は図の通りで「太陽光と蓄電池の設置を全世帯の6割」に
するとなっており、進め方について質問しました。

環境政策課長は「家庭部門66％削減の内訳は、住宅の省エネ対策19％、
電気の排出係数の改善30％、残り17％を太陽光・蓄電池の設置で削減しようとすると、全世帯の6割に設
置が必要というイメージを示した」と答弁。具体的な取り組みは、①蓄電池の導入補助金を市町村が補助
する際に県が5万円上乗せ、②うちエコ診断を無料で行い、国の住宅省エネ工事の補助制度につなげる、の
2つです。

現在、茨城県の住宅の太陽光
普及率は8.6％、蓄電池の普及率
は0.4％（推計）です。蓄電池の補
助の目標件数は2030年度までに
累積で9900件と、県内全世帯の
6割＝72万世帯には程遠い計画で
す。また、住宅の省エネ対策で
19％削減の根拠は「うちエコ診
断」を行って家庭で省エネを進め

ると平均19％下がる知見が得られたから、とのことで、それなら全世帯にうちエコ診断を行う必要がありま
す。しかし、2030年までの目標件数は累積で2219件とのこと。削減目標と実施計画があまりにも乖離して
います。もっと積極的な取り組みが必要です。温暖化対策に本気で取り組むよう、引き続き求めていきます。

11月26日（日） 10時～12時 つくば・市民ネットワーク事務所（二の宮2-1-3）
11月29日（水） 10時～12時 ふれあいプラザ（下岩崎2164-1）

県議会・市議会の報告
を兼ね、市民ネットの
代理人（県議・市議）を
交え、様々な情報と
意見交換を行います。まちづくりカフェ

議員と話そう会 改め

破砕機に入れられて処理されていきます。
参加者の方からも、「ごみ処理の流れを知り、リサイクルには設備と労力

が大変かかることをあらためて実感」「手選別で不適物や危険物等を取り
除いていることもわかった」「現場で働く方々が安全に、少しでも効率良く
作業出来るよう、(資源)ゴミを出す私達も協力しなければいけないと思っ
た」「資源ゴミに限らず、ゴミを減らす努力もしていきたい」「県外まで持っ
て行っている焼却灰を減らすために
ごみ分別の種類を増やしたらどうか」
との感想をいただいています。

現場を見て知ることが、自分の生
活を見直す第一歩になると改めて感
じた見学でした。

防災環境産業委員会で質問しました

香害を減らすためのオンライン署名にご協力をお願いし
ます。香料や消臭抗菌成分入りの「洗剤・柔軟剤・消臭ス
プレー等」の日用品で健康被害が広がり、社会問題にな
っています。「マイクロカプセル香料」などの香りを長続
きさせる製法をやめるよう要望します。   　　詳細は →

茨城県の地球温暖化対策、目標と実施計画が乖離…茨城県の地球温暖化対策、目標と実施計画が乖離…

●家庭部門の「CO2排出量 66％削減」のイメージ 
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省エネや再エネの導入等の 
取組でやっと▲66％の削減 

※  再エネの普及を進め、火力発電所の

稼働を減らします。 

茨城県地球温暖化対策実行計画より


